








































































































































































目的  手指消毒の適切なタイミングを検討し、手指消毒剤使用量の増加を図る。方法 
1. 手指消毒のタイミングについて、チェックリスト形式の調査表を基に検討する。2. 
室内手指消毒剤設置箇所を整備し、使用量測定する。結果  手術室の手指消毒のタイ
ミングを「手指衛生5つのタイミング」を基にスタッフと共に検討した結果、PPE物
品の着脱時の手指消毒が実施できていないことが分かった。その為、PPE物品箇所
に室内手指消毒剤を設置し、看護師用消毒剤使用量は整備前月平均80mlに対し整備
後778mlと増加した。8か月後の調査では、PPE物品着脱時の手指消毒タイミング実
施率は平均60%であった。（回答率50%）阻害要因として「患者の側を離れられない」
「手指消毒剤を乾かしている間に次の処置が進む」などが回答より明らかになった。
考察  手術室での手指消毒のタイミングについて、スタッフと共に検討し設置箇所を
増やし、擦式手指消毒剤のアクセスを容易にしたことで、手指消毒剤使用量の増加
に至ったと考える。今後は、調査表の回答より得た手指衛生の阻害因子を基に、直
接観察法を取り入れ、適切な手指衛生行動を実施できるように努めていきたい。
